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聚
落
の
自
然
的
條
件II

つ
い
て 

饿

九

號

1

五
！T

聚

落

の

自

然

的

條

件

に

つ

，
い
て

奧

#

復太

肅

L

'

.

;:.
:

®

然
は
人
類
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
の
基
礎
で

t
.
其
の
勢
力
の
及
ぼ
す
影
■響
は
.極
：め
て
著
し
い
。
人
が
其
の
生
#

 

上
土
地
に
依
槃
す
る
？
云
ふ
眞
理
以
外
に
人
類
の
聚
落
生
活
が
如
何
に
土
地
の
情
況
に
.
左
右
さ
れ
る
か
ヾ」

云
ふ
事
を 

觀
察
す
るV」

大
體
ー
ー
方
而
に
分
け
る
事
が
出
來
る
。
第
一
に
土
埤
の
地
方
的
性
«

は
其
0

地
の
居
住
民
の
生
活
內
容 

を
規
定
す
る
、
山
地
又
は
沿
海
の
諸
住
民
は
其
の
生
活
の
形
式
♦か
居
住
す
べ
く
定
め
ら
れ
た
地
の
自
然
的
情
況
に
ょ 

つ
て
影
響
さ
れ
て
ゐ
る
、
殊
に
原
始
未
開
の
時
代
か
.、
る
自
然
的
勢
力
の
作
用
は
最
も
著
し
か
つ
た
，
漁
獵
民
族
狩 

獵
民
族
牧
杏
民
族
農
耕
民
族
等
の
生
活
形
式
の
楚
別
は
正
に
自
然
的
作
用
の
結
果
で
あ
る
。
第
ニ
の
方
而
は
か
く
地 

理
的
に
分
布
さ
れ
た
狀
態
の
上
に
V

页
に
一
定
地
點
の
自
然
的
特
®

が
居
住
民
の
聚
落
形
成
に
作
用
し
て
來
る
。
山 

地
沿
海
森
林
平
野
、
如
何
な
る
土
地
に
あ
つ
て
も
、
居
住
民
は
其
の
坐
活
上
最
も
有
利
な
る
可
き
地
を
其
の
土
地
の
性 

質
の
中
に
求
め
て
居
を
卜
す
.る
。
河
川
湖
沼
海
»

の
流
域
又
は
沿
岸
"

森
林
の
緣
邊
"卒
地
高
原
中
の
丘
阜
の
め
る
所 

等
は
唯
眾
に
人
類
の
生
存
す
る
に
好
適
な
場
所
S

云
ふ
意
味
に
於
い
て
も
先
づ
第
一
に
撰
擇
さ
れ
る
點
で
あ
つ
た
。 

廣
大
な
.
る
平
原
沃
野
、
之
れ
を
貨
流
す
る
大
河
、
.
其
處
に
起
伏
す
る
丘
陵
、
近
く
侮
の
迫
る
も
の
あ
れ
ば
、
楚
等
四

‘つ
の
條
仲
は
古
來
ょ
り
大
都
市
發
達
の
根
本
的
自
然
條
#
で
あ
つ
：た
、.

北
獨
逸
沿
海
の
諸
市
は
い
づ
れ
'も
か
‘
.
> る
.自 

然
的
條
仲
を
具
備
し
て
ゐ
，た
、
啦
か
、
る
條
件
は
.餘
り
に1

般
的
で
あ
り
、
聚
落
形
成
0
自
然
的
原
因
た
る
も
，
其 

の
.發
殷
的
要
素
S
し
で
は
更
に
他
に
求
め
る
所
.が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
此
のS

は
楼
段
：に
說
く
。

.

上
記
一I

方
面
の
自
然
的
影
響
の
中
"

第
.
一
に
廐
す
る
も
の
は
こ
、
に
說
.明
し
な
い
唯
前
述
の
歷
史
的
民
族
生
存
形 

式
の
相
遠
の
外
に
產
業
の
自
然
的
地
方
的
分
布
ビ
云
ふ
事
も
加
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
4

殊
に
產
業
の
性
質
が
土
地
の 

特
產
物
の
抽
出
に
あ
る
場
合
は
、

か
、
る
土
地
の
性
質
が
特
殊
の
.
聚
落
形
成
の
.重
大
原
因
ミ
な
'
る
"

後
述
す
る
が
如
. 

i

例
ベ
ば
獨
逸
中
部
の
山
岳
地
方
の
.
外
侧
に
は
鏘
業
の
發
達
を
基
礎
S

す
る
多
{

の
都
市
：の
發
生
發
展
が
許
さ
れ 

て
ゐ
る
。
是
等
は
自
然
的
條
仲
‘の
中
に
て
も
最
‘も
特
殊
的
な
も
の
で
あ
る
。

第

1

一
の
方
面
は
大
體
に
於
い
て一

般
的
條
件
5

も
稱
す
可
き
も
の
で
あ
る
、
ホ
_

、
1

>

,

«

_

を

暑

の

吣

ま

吣
 

情
況
ょ
り
も一

特
定
地
域
の
自
然
的
形
勢
の
及
ぼ
す
影
響
の
方
が!

聚
落
の
形
式
に
，

.
V
J

つ
で
は
遙
か
に
重
要
な
も
の 

で
あ
る
。
即
ち
如
何
な
る
±

地
に
於
い
て
も
聚
落
地
發
生
に
つ
い
て
共
通
な
の
は
水
源
@

存
狂
.
で
あ
る
、
#

o

そ
泉 

文
は
川
流
又
は
湖
沼
の
附
近
は
聚
落
生
活
の
梟
も
早
<

着
0

す
る
地
點
で
あ
.
る
み

0
 

土
地
乾
燥
0

度
で
あ
各
、
河 

川

の

流

域

沼

澤

地

に

あ

つ

て

は

水

害

.に

對

す

る

用

意

の

必

要

：上

：

V」

、.
部
落
の
外
敵
に
«

す

，
'
る

防

衛

の

必

要

上

が

ら

梁
 

山
腹
丘
睃
高
臺
の

1

地
a

に
土
地
を
撰
擇
す
る
A

獨
逸
首
府
伯
林
市
の
前
身
は
ス
ラ
ブ
.
民
族
の
|
一
 

漁
村
で
■
あ
つ
た
、 

今

K

ル
ト
*

ヶ
ュ
ル
ン
稱
す
る
地
は
今
日
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
.ル
ク
平
M

中
エ
^

ベ
河
塞
ス
ブ
レ
ェ
河
畔
に
臨
み
低 

い
な
が
ら
も
其
處
に
起
伏
す
る
小
丘
の
上
に
營
な
ま
れ
た
聚
落
で
糸
つ
た
、

‘
.r:

ル
ト
ベ
ル
リ
ン
も
こ
の
漁
材
に
す

ぐ
 

近
接
し
て
同
じ
地
理
的
條
件
を
撰
ん
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
•聚
落
形
成
の
場
合
に
唯
單
に
其
の
聚
落
を

第

二

十一

卷

a
m

ハ
五)

聚
落
の
自
然
的
條
仲
に
つ
い
て
 

第

九

雛

一
五̂
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C
1

ニ
六
六)

聚
落
の
自
然
的
條
件I

I

つ

い

て

.

• 

筋

九

號

1

五
六

孤
立
的
狀
態
に
於
い
て
#

へ
る
«»
:
•水
源
匕
高
臺
也
は
主
®

の
自
然
的
®

仲
で
あ
つ
：た
>
:
同
時
に
又
風
向
き
並
び
に
日

光
の
方
角
等
も
細
心
な
る
聚
落
垃
の
ょ
く
注
意
す
る

所
で
あ
る
。
森
杯
草
原
沃
地
等
農
鉚
牧
畜
上
の
必
耍
條
#
は
過

,

去
の
聚
落
に
あ
つ
て
は
、$
ず
.
し
も
重
大
な
耍
仲
で
は
な
か
つ
た
、
唯
相
當
の
而
職
の
，農
耕
地
が
存
在
す
れ
ば
原
始
的

な
小
規
換
の
敗
落
を
維
持
す
る
事
は
さ
し
た
る
困
雛
で
な
か
つ
/2
°

■

:
:
:

以
上
は
聚
落
の
自
然
的
條
件
の
’ I

般
論
で
あ
る
、
が
こ
V

に

聚

落

の

：
目

的
S

K

:
ふ

事

を#

へ
る'
必
要
が
あ
る

。
0

故
其
の
地
を
撰
ん
で
聚
落
が
行
は
れ
る
か
、
蓋
し
目
的
の
在
る
所
に
は
知
識
の
#

圍S

に
於
ぃ
で
取
捨
決
定
の
撰
擇

が
行
は
.
れ
る
P

太
古
の
聚
落
部
落
に
‘
は
特
殊
の
目
的
が
な
か
つ
た
。
部
落
.：段
が
最
も
有
利
な
る
：生
存
方
法
を
講
じ
得

れ
ば
そ
れ
で
い
ゝ
の
で
あ
る
。
し
か
も

彼
等
の
地
：理
的
知
識
は
極：

め
て
限
ら
れ
て
ゐ
：る
、.
故
に
'往
：々

に
し
て

彼
等
に

は
■

擇
の
餘
地
が
與
へ
ら
れ
な
.
い
事
が
あ
り
或
は
與
へ
ら
れ
た
i

し
て
も
極
め
て
狹
い
範
園
內
に
於
.い
て
ズ
あ
る
9

勿
論
彼
等
ど
.雖
も

1

宛
の
.±:

地
か
ら
他
の
土
地
に
有
利
，な
る
條
#
を
求
め
て
移
る
も
の
で
あ
る
の
を
否
定
す
る
摩
は

出
來
.
な
い
、

こ
れ
に
附
隨
.し

て
か
、
る
原
始
的
.な

居

住

：形

式

は

勿

論

其

の

-
規
模
が
小
さ
く
殆V」

.

全
，く
交
通
さ
云
ふ
も

の
は
存
莊
し
て
ゐ
な
い
：、
故
に
彼
等
は
班
な
る
生
存
上
の
必
耍
を
土
地
に
求
め
る
以
外
何
等
目
的
を
持
つ
で
ゐ
な
い
。

之
れ

w

间
列
に
取
扱
ひ
ぅ
る
や
否
や
は
：疑
問
'
で
あ
る
が
、
#

殊
の
目
的
.
.を
有
せ
ず
'聚
落
.
の
：一

般
的
自
然
的
條
件
を

求
め
た
も
の
に
紀
元
第
十1

1、

三
世
紀
に
於
け
る
獨
逸
東
方
植
民
が
あ
る
。
民
族
大
移
動
後
玉
ル
べ
河
以
東
ザ
ー
ル

河
以
北
の
地
方
は
以
前
，ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
發
生
地
で
あ
る
が
ス
ラ
ブ
民
族
の
占
む
る
所
^

 

第

十

一

、

一
一
世

秘
に
於
け
る
西
南
獨
逸
の
發
坡
は
舞
び
是
等
來
北
部
地
方
に
ゲ\

マ
ニ
ジ
f
 

,
ン
ク
，
を

行

：ふ

機

運

を

生

ん

だ

、

こ

の

. 

趨勢にこれ藥スヲ

-
ズ
タ
ン
ド
に
新
し
（
建
設
さ
れ
■
た
都
市
所
謂
植
民
#

市
な
る
も
0
M
.は

百

を

以

、
0

て

數

ふ..，る
：

程

火

多

數

に

上

つ

た

が

、

其.の

建

設

地

は

殆
^

悉

<

新

し

い

土

地

が

撰

定

さ

れ

括

の

：で
'办

る

、

即

ち

是

等

の

都

市

は
 

文

字

通

り

の

建

設

都

市

で

あ

る

、

が

然

か

も

大

多

數

：の

«

款

地

點

ば

«

{:
ス

ラ

ブ

民

族

：の

部

落

0

存

在

せ

る

地

點

で
 

あ

^V
、

獨

逸

植

民

者

は

常

に

彼

等

先

住

民

族

ビ

や

、
離

れ

て

思

住

し

た

の

で

あ

る

。

前

述

伯

林

市

發

生

に

於

け

る

ァ
 

ル

ト

•
ヶH

ル
ン
對
ァ
ル
ト

.
ベ

ル

リ

ン

の

如

き

は

其

の

例

で

あ

る

。
其

の

土

地

の

撰

擇

に

當

り

即

ち

邊

境

の

故

を

以

つ
 

て

外

敵

に

對

す

る

要

害

は

.充

分

に

考

處

せ

ら

る

、

W

共

に

：
低

地

地.方

な

る

が

故

に

水

*

に

對

す

る

關

係

も

顧

み

ら

れ
 

た

。

勿

論

こ

の

當

時

脒

に

西

南

獨

逸

本

國

^

の

交

通

は

稍

盛

ん

で

あ

.つ

た

故

に

交

通

上

の

便

益

が

觀

考

さ

れ

ね

ば

な
 

ら

な

か

つ

た

o

重

要

な

る

交

通

路

の

交

叉

河

川

航

行

の

.可

否

は

睨

南

獨

逸

に

於

い

て

都

市

發

展

の

源

が

.交

通

の

便

益
 

に

侬

繫

す

る

事

を

知

つ

た

植

民

者

の

當

然

注

自

す

る

所

.で

あ

つ

た

。

が

な

ほ

®

^

の

の

都

市

は

云

は

^
封

鎖

的
 

な

純

地

方

的

獨

立

的

#

在

を

可

能

な

ら

し

め

る

爲

め

に

其

の

孤

立

的

關

係

に

於

い

て

聚

落

の

自

然

的

條

伸

.に

對

す

る
 

交

涉

は

原

始

的

な

部

落

_

成

の

形

式

ビ

興

る

所

が

な

か

つ

た

>
 
從

つ

て

上

に

述

べ

た

樣

は

新

設

都

市

の

雞

設

地

が

聚
 

落

の

一

般

的

自

然

的

1

に

於

6

て

ス

ラ

ブ

K

族

の

®

住

地

.ど

1

致

し

て

.ゐ

る

事

ば

毫

も

不

M

議

は

な

い

、

I I
に

楚

. 

等

數

k
n

に

達

ず

る

植

民

都

市

の

後

世

交

通

發

逄

：の

時

代

に

於

：け

る

運

命

が

皆

.：一

樣

で

な

い

事

に

ょ

ゃ

て

も

如

何

に

當
 

時

の

建

設

方

法

は

孤

立

.的

#

在

の

可

能

性

を

以

づ

で

主

た

る

目

的

V」

し

だ

か

^

窺

は

れ

，る

。

 

，

.

.以

，上«

察
し
た
所
は
一
般
の
聚
落
に
對
す
る
自
然
的
條
件
の
：
一
般
的
な
る
も
の
で
あ
る
.
。
が
聚
落
の
0

的
に
#
及 

し
た
る
以
上
五
2

々
ゆ
聚
落
.の

ぁ

：る

も

：の

に

就

い

て

は

#

殊
目
的
の
存
在
す
：る
も
の
を
ま
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ご
の
#
殊 

的
目
的
を
判
然
ど
示
す
も
の
は
軍
事
的
必
要
ょ
h

,
發
す
る
攻
防
施
^

の
地
»

で
あ
：る
、
こ
は
#

殊
の
目
的
に
從
つ
て 

特
殊
の
地
點
を
撰
擇
す
る
の
で
あ
る
、
自
然
的
條
#

が

其

：：の

地

の

撰

擇

：.の

上

に

强

く

働

く

事

は

丁

度

土

地

の

特

殊

的

第
二
十

5
 

(

一
ニ
六
七

)

.

聚
落
の
自
然
的
條

#

L

Lつ
い
て
 

第

九

雛

I

k
七



筋1
1

十

1

卷

(

ニ1

六
八)

聚

落

：
の
，
自

然

的

條

：件

！

2

つ
、V

V
 

第

九

號

1
:

九

八

產
物
に
_ょ
つ
て
特
殊
的
な
都
市
ハ
前
述
せ
る
エ
_
都
市
：の
如
；き)

發
生
を
他
す
^
甚
の
#
殊

性

は

於

い

て

.
同

 

一
f

に 

立
つ
マ
唯
こ
の
土
地
の
特
殊
的
形
狀
は
特
殊
的
の
目
的
の
存
在
ず
る
を
挨
^
て
意
義
あ
る
も
の
で
あ
る
を
忘
れ
セ
は 

な

ら

な

い

：
。

」
1

般
的
な
聚
落
や
前
記
獅
逸
植
说
都
市
に
於
い
て
も
外
敵
に
備
ふ
る
必
寒
上
S

は
防
頓
に
便
I

地 

點
：が
撰
擇
.さ
れ
る
、
:こ
の
際
等
し
.ぐ
河
川
.湖
沼
淼
林
山
岳
等
は
取
事
的
自
的
に
も
適
ふ
條
仲
で
あ
る
、
た
y
こ
の
_
 

：§

に
最
も
ち
ょ
く
適
す
る
啟
然
的
條
件
を
求
め
る
な
ら
ば
#
々
は
獨
逸
國
内
{2
無
數
に
.箱
扭
す
る
ブ
ル
ク
の
存
ai
地
を 

知
る
：が
い
、
其
は
支
：配
者
の
居
城
r2
る
-
同
時
に
.取
事
上
の
城
塞
で
あ
つ
て
、
平

蕃

地

又

藉

川

流

域

農

ぐ

眼 

下
に
支
配
す
る
山
*
崖
上
に
建
設
さ
れ
て
ゐ
气
ラ
ィ
ン
；沿
：择
に
殘
る
無
數
の
M
跡
は
：こ
の
種
の
も
の
で
あ
る
。

.之
を
要
す
る
じ
自
然
的
絛
件
«

聚

落

當

事

者

の

撰

擇

即

ち

知
！
！
；

ど

目

的

ヒ

云.ふ
人
‘
的
.要
#

ヒ
*
俟
つ
て
爾
く
も
の 

で
' 

あ
る
。
自
然
的
條
件
が
果
し
で
優
先
的
に
人
的
要
#

に
先
行
し
て
：働
く
や
否
や
は
明
言
し
難〗

い
、
何
ミ
な
れ
ば
聚
：
 

落
地
の
撰
擇
は
結
果
に
於
い
て
有
る
が
儘
の
：自
然
的
條
#

を
そ
の
ま
、
に
受
け
入
れ
s

tt
H

ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
.
. 

る
、
又
換
言
す
れ
ば
一
度

-定
地
：點
に
聚
.落
形
成
が
決
定
.
せ
ら

る

れ

ば

誠

の

形

式

は

其

地

：

.の

自

然

的

，條#
に
依
據
し 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
唯
聚
落
形
成
は
其
の
地
の
自
然
的
條
#
が
规
定
す
る
が
其
め
自
然
的
條
件
は
聚
落 

住
民
の
目
的
の
撰
擇
す
る
を
ま
つ
、
從
つ
て
間
接
に
は
聚
落
形
成
は
目
的
に
ょ
つ
て
^
®
し
て
來
る
ビ
云
つ
て
差
戈 

な
ぃ
。
 

.

U

 

.

聚
落
の
目
的
ビ
云
ふ
事
を
論
す
れ
ば
吾
々
は
こ 

>
に
可
變
的
な
：關
係
を
認
め
な
け
.れ
ば
な
ら
な
ぐ
な
っ
て
來
る
。 

こ
の
可
變
的
關
係
こ
そ
五
=.々

'が
&
1"も
注
露
せ
'ね
ば
な
ら
'ぬ
點
で
.：办
：る
.
>
以
下
哪
か
之

聚
落
€

其
の
生
活
內
容
を
發
1

的
に
見
る
な
ら
ばC

1

.

)

聚

終

の

封

鎖

孤

立

的

生

活

形

式

I

训

ち

原

始

的

聚

落

形 

體0
1
〕

交
'
通
交
易
に
よ
.つ
て
成
立
す
る
聚
落
の
生
活
形
式
の
讀
者
.
に
區
別
す
る
事
：が
出
來
る
6

第
，一
の
も
の
に
は
一 

般
生
活
上
の
必
要
以
外
に「

攻
防
0

便
益」

^

云
ふ
目
的
が
入
つ
て
來
る
、
第
ニ
の
も
の
に
林
之
れ
が
漸
次
失
は
れ
て 

「

交
*

'
の
便
益」

W

云
ふ
も
の
が
入
つ
て
來
る
，—

|

こ
の
關
係
は
即
ち
社
雷
の
磡
的
關
係
で
あ
り
可
變
的
關
係
ビ
稱 

す
る
：も
の
で
あ
り
、
こ
の
變
化
が
*

落
の
形
成
發
達
に
及
ぼ
す
影
響
は
む
し
ろ
著
し〗

い
.
も
の
が
あ
る
。

ゲ
ル
ト
、
リ
タ
ゥ
エv

民
族
の
孤
立
的
生
活
.に
對
し
て
ゲ
ル
マ
ン
K
族
は
卑
く
か
ら
村
落
生
活(

ド
ル
フ)

を
#
ん 

で
ゐ
た
が
ゲ
ル
マ
ン
K
族
に
ヒ
つ
て
都
會
生
活
は
羅
馬
帝
國
末
期
以
前
は
全
然
朱
知
の
も
の
：で
あ
.つ
た
、
彼
等
が
最 

初
に
知
つ
た
都
會
生
活
は
ラ
ィ
ン
、
ド
ナ
ゥ
の
沿
岸
に
羅
摁
人
の
建
設
し
た
所
謂
羅
馬
都
市
の
み
で
あ
つ
た
、
當
時 

の
獨
逸
は
全
く
森
林
草
野
の
地
方
で
僅
か
河
川
の
流
域
に
小
丘
に
據
つ
た
地
點
を
求
め
小
规
模
な
部
落
が
簡
m
な
農 

?

收
？

を
營
ん
で
ゐ
た
に
過
ぎ
な
い
。
是
等
の
部
落
は
.賢
明
に
も

よ

く
苺
の
地
を
«
み
で
爾
設
さ
れ
た
、
水
邊
の 

高
地
は
前
述
せ
る
が
如
く
に
外
敵
又
は
水
害
の
不
幸
に
對
ず.：

る
保
織
を
致
し
た
又
よ
：く
風
向
な
ら
び
に
日
光
の
關
係 

を
顧
虛
し
て
聚
落
の
方
向
を
決
寒
し
た
、:

一
部
落
の
中
最
も
重
要
な
地
點
は
部
落
民
が
傳
智
し
て
其
.の
社
會
生
活
' 

を
行
ふ「

種
の
公
共
的
中
心
地
即
ち
裁
到
行
政
银
祀
宴
樂
等
諸
禪
の
全
部
落
的
集
會
の
行
は
れ
る
地
颭
^
ぎ

隹

良

} 

で1.:

般
に
他
よ
りr

層
高
い
地
點
の
廣
場
を
撰
ん
で
地
を
卜
す
る
，
こ
の
地
は
後
li
i：
フ
ラ
ン
ク
又
ザ
ク
セ
ン
说
族
の 

甚
#
敎
に
歸
依
し
た
際
に
は
例
外
な
<
敎
會
堂
の
歟
地
^
な
ド
更
に
之
れ
に
附
隨
し
て
マ
W
ク
ト(

市
畠
◊
廣
場
ど
し 

て
利
用
さ
：怍
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
廣
場
は
村
落
が
密
集
し
て
ゐ
る
時
は
略
丨
其
0
部
落
：の
中
心
に
あ
る
か
、
又
^
 

落
の
形
式
が
散
a：
せ
る
各
戶
又
は
.少
數
0
戶
數
の
集
合
よ
$
な
る
時
«
こ
の
廣
場
を
中
心
'
?
し
て
幾
多
の
遒
路
が
作

猫
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い
て
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六0
 

.
ら
れ
る
。
こ
の
形
式
は
デ
ィ
ン
グ
ブ
テ：

ジ
ッ
が
後
世
マ
ダ
ク
ト
.ブ
ラ
ッ
ブ
ビ
し

て

畜
^

;

1

ム
ブ
ラ
ッ
ッ
ミ
し
て
聚
落
殊 

に
都
會
生
活
の
中
心
ど
な
っ
た
變
^

を
多
く
の
歷
史
的
な
都
市
が
其
の
地
圖
の
上
に
示
し
て
ゐ
る
タ 

，
 

こ
の
グ
ル
マ
ン
K

族
の
聚
落
生
活
は
當
然
小
規
模
な
外
部
^

は
交
渉
の
な
:̂
®

^

で
あ
る
、
彼
等
の
.中
に
あ
っ
て
. 

外
部
ミ
の
交
通
は
ざ
ぅ
笟
あ
っ
た
か 
>
' 
彼

等

の

•各̂
^

間
の
交
齓
路
は
今
H

山
間
僻
地
の
村
落
を
連
絡
す
る
通
路
^
 

大
差
な
い
、
徒
步
又
ば
馬
を
驅
る
か
又
は
簡
眾
な
手
押
攀
の
通
ふ
道
狀
そ
め
全
部
で
あ
：っ
た
"

：
又
部
落
の
.
相
亙
0.
1® 

離
が
®

っ
て
ゐ
る
爲
め
>
 

且
つ
日
常
生
活
に
は
殆V

交
涉
の
必
要
の
な
い
爲
め
か
V

る
外
部
ど
の
交
通
路
は
戦
時
ヌ 

は
フ
ン
、デ
ル
ト
シ
ャ
フ
一
プ
ンV

J

へ
か
.
の

集

合

0

場
合
を
除
ぐ
外
絕
對
に
利
用
.さ
れ
な
か
っ
た
^

云
つ
て
い
、
。
是
等
交
通 

路
.は
勿
論
自
然
的
條
伸
に
服
し
て
ゐ
る
"

河
;1
1

の
流
又
は
土
地
.
地
勢
の
方
向
に
從
っ
て
、.且
っ
高
：い
山
岳
の
通
路
を
遮 

げ
る
*.

合
に
は
，そ
の
山
脈
の
兩
侧
に
盆
地
低
地
が
相
迫
っ
て
き
て
所
謂
峠
を
形
成
す
る
地
«
を
撰
ん
で
之
れ
を
越
ぇ 

る
，
反
對
に
低
地
：牛
原
で
は
殊
に
沼
澤
地
方
で
は
最
も
高
い
地
點
を
結
ぶ
丘
岡
の
上
を
走
る
.乾
燥
し
た
街
道
が
造
ら 

れ
る
、
そ
の
い
づ
れ
に
も
せ
ょ
共
通
な
點
は
>

:
所
定
の
部
落
間
を
最
短
距
離
最
短
時
間
で
結
ぶ
通
路
が
.撰
擇
せ
ら
れ 

る
事
で
あ
_る
。
'

.マ
之
れ

に
比
較
す
!

ラ
イ

V

流
域
に
於
け
る
羅
塬
植
民
地
定
住
の
規
模
並
ぴ
.に
.
形
式
計
«
は
堂
々
た
る
も
の
で
あ 

っ

た

所

謂

羅

竭

都

市

W

稱
せ
ら
れ
る
も
の
又
羅
捣
街
遨
€

稱
せ
ら
れ
る
も
の
は
當
時
に
於
い
て
完
備
し
て
ゐ
た
許
9
 

P

な
ぐ
典
に
後
世
に
永
ぐ
利
用
さ
れ
、
又
羅
馬
都
市
^
■

稱

せ

ら

る

、

ヶ
ェ
,

ン
、
マ
イ
ン
ッ
、
ァ
ゥ
ダ
ス
ブ
ル
ク
、
レ
]
 

ゲ
ェV

ス
ブ
ル
ク
等
の
諸
市
は
羅
®

文
化
€
直
接
の
交
渉
0

無

；；い

に

し
1

ゲ
ル
マ
.シ

民

族

の

文

化

的

發

展

の

中

に

再
 

び
都
市
生
酒
の
廠
嫱
を
來
も
宂
點
を
み
X

も
如
何
に
輝
殿
^

め
聚
落
形
成
の
.
知
域
が
卓
被
で
‘
あ
つ
た
か
：.を

龉

つ
-T
^

る
.
。(

こ
の
所
謂
羅
捣
都
市
が
中
It
s

逸

文

化

の

中に
再

び

：榮>
ん
た
0-

は
、
罾
罾
地
方
が
1

#

H

の
峙
代
か
ら
連
絡 

を
有
し
て
ゐ
た
伊
太
利
ビ
の
交
通
關
係
を
其
儘
持
織
し
得
/2

か
ら
ど
思
ふ
>
 

こ
の
*
味
に
於
い
て
も
交
通
の
都
市
發 

逯
に
對
す
る
意
義
は
大
で
あ
る
>

。
:

玆
に
於
い
て
：合
々
は
都
市
發
生
又
は
發
展
の
直
接
的
な
虫
要
原
因
で
あ
る
交
通
_

係
.に
轉
ず
る
。
前
記
の
ス
ラ
ブ 

K

族
や
又
ゲ
ル
マ
ン
以
族
の
初
_

の
聚
落
は
屢
5

後
世
都
市
發
達
の
地
S

な
つ
た
が
其
は
極
め
て
偶
然
的
の
も
の
で 

あ
つ
て
、

‘ 

_

當
初
に
勿
論
か
、

る
先
兒
で
存
莸
し
た
も
の
で
な
い
、

こ
の
^

は

十

一

一

仳
.«
の

桢

民

都

市

に

つ

い

て
 

も
云
ひ
ぅ
る
、
彼
等
の
尬
設
に
當
つ
て
は
可
な
$

交
通
の
便M

が
考
虛
さ
れ
そ
の
點
よ
り
す
6

後
世
の
發
展
の
可
熊 

性
を
期
待
し
た
ヾ」

は
沄
へ
«

百
の
植
氏
都
市
中
其
の
»]
#

を
失
ふ
て
大
都
市
に
發
展
し
た
も
の
は
僅
少
で
あ
ろ
、
之 

れ
即
ち
社
會
的
條
舛
の
變
化
が
決
定
的
に
作
用
し
て
ゐ
る
結
来
で
あ
り
，
交
通
發
達
の
關
係
に
於
い
て
恵
ま
れ
た
も 

©•

、
み
が
其
の
發
戚
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 

丨

ゲ\

マ
ン
K
族
の
部
落
問
の
交
通
路
の
發
達
し
て
ゐ
な
か
つ
た
の
は
前
記
の
如
ぐ

で
あ
る
が
羅
竭
人
に
よ
つ
て
<1 

略
を
蒙
.つ
た
邊
境
方
而
は
羅
媳
人
抱
身
の
施
設
又
は
彼
等
よ
り
傅
承
し
た
フ
テ
ン
ク
»
族
へ
の
道
路
枋
術
は
可
な
6
進 

步
し
て
來
た
、
是
等
の
交
通
路
は
前
述
の
.羅
馬
街
道
や
、
獨
逸
西
部
か
ら
K
方
又
は
北
部
沿
海
地
方
の
聚
落
地
を
連 

絡
す
る
も
の
で
f

、.其
.の
性
質
は
是
等
地
方
の
i t
業
的
開
杌
に
あ
る
€
.
ゆ
に
^

ビ
し
、て
は
フ
.

ラ
ン
'ク
玉
國
の
對
ス 

ラ
ブ
R
族
の
政
策
.に
よ
る
m

^
的
必
要
に
あ
つ
た
。

こ
の
種
の
遠
隔
な
重
®
通
路§

主
要
な
る
も
の
へ
が1

1

つ
あ
る
、

一

\

デ
ン
ネ
ン
の
北
邊 

ラ
ィ
ン
高
地
を
沿
.ふ
て
ラ
ィ
ン
河
畔
の
大
都
市
ヶ
ェ
ル
ン
に
至
り
興
に
マ
ィ
ン
ッ
を
經
て
束
方
に
向
ふ
も
の
、
；史
に 

第
二
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落
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然
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1
1

七1
1
)
t

落

の

き

然

的

敝

作
！！

つ
い
て
 

第

九

號

二
S

こ
の
地
か
ら
は
北
方
沿
海
地
方
に
向
ふ
通
路
も
存
在
し
た
。
第

n

は
ド
ナ
ウ
.
沿

岸

^
冲

シ

を

過

ぎ

レ

ー

グ

ェ

ス

ブ

ル

タ

を
經
て
北
方
に
向
ふ
も
§

、
共
に
オ
ス
ト
ゼ
ー
沿
海
地
次
ゴ
ー
ト
、
一
フ
ン
ゴ
バ(

ト
タ
シ
ユ
ク
ェ
ー

ベ
ン
、
ゲ
ァ
ン
ダ
/1

/
等

の
諸
民
族
の
發
生
舰
、
' 

エ
ル
べ
川
よ
り
ツ
ィ
ク
ゼ
ル
川
に
及
ぶ
地
方
に
達
す
る
;̂

の
で
あ
る
。
殊
に
ウ
4

ン
は
地
平

海
の
雄
市
グ
:T
.
ニ
ス
I

ス
：ト
ゼ
ー
の
琥
珀
產
地
^

を
結
ぶ
線
0
重
耍
な
中
心
地
.で
あ
り
"
ヶ
チ
ル
ン
は
佛
iJ
BI
K

m

よ
ヶ
來
る
道
路
'

V
J

南
方
ロ 
r

ヌ
河
翁
谷
を
經
て
ラ
ィ
ン
河
に
沿
ふ
て
西
北
上
す
る
伊
太
利
よ
り
の
交
通
路
の
獨
撕
に

入
る
關
|1
1*

]の
交
叉
點
で
あ
り
後
に
は
ヘ
ム
ブ
ル
ク
、
リ
ユ
ー
べ
ツ
ク
、
ブ
レ
ー
メ
ン
に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
る
北
獨
逸
.の

大
都
市
を
述
絡
じ
且
つ
上
述
の
遙
が
東
方
に
通
す
る
交
通
路
の
出
發
K
で
も
あ
つ
た
の
で
あ
.る
、
こ

の
束
北
獨
逸
ミ

グ
モ
ル
ン
、
ウ
キ
ン
を
結
ぶ
一
一
大
交
通
路
は
こ
の
地
方
の
民
族
が
西
羅
馬
帝
國
を
襲
ふ
に
赏
つ
て
も
逆
に
利
用
さ
れ
た

も
の
で
め
つ
た
。
こ
の1

1

大
通
路
に
集
ま
る
他
の
道
路
ミ
し
て
は
"
中
部
歐
羅
巴
の
大
河
川
の
雜
谷
に
沿
ふ
て
東
又

は
北
に
逝
る
も
の
、
獨
逸
中
部
の
山
岳
地
方
で
は
今
田
な
ほ
山
岳
贳
通
の
鐵
遨
線
ビ
し
て
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
峠
涟
等

が
あ
る
。 

-

是
等
の
諸
逍
路
が
相
互
に
又
前
記
の
ニ
大
主
耍
交
通
路
^
相
交
る
地
點
に
は
當
然
市
場
都
市
の
發
達
す
る
可
能
性

が
與
ヘ
ら
れ
た
。
を
し
て
是
等
の
地
方
に
小
規
模
に
せ
よ
多
數
の
部
落
が
比
較
的
稠
密
に
散
^
し
て
ゐ
る
圾
合
を
假

f

る
K

是
等
要
路
の
交
叉
點
又
は
其
の
極
く
近
傍
に
は
脒
に
；以
前
か
ら
何
等
が
の
锻
落
の
指
在
し
た
事
をg

测
し

ぅ
る
。
又
反
對
に
人
跡
稀
れ
な
地
a

に

於

い

て

か

、

る

街

頭

が

交

叉

す

る

な

ら

ば

其

地

點

に

旅

行

道

中

に

®]
す

る

諸

施
設
ビ
し
て
聚
洛
の
發
生
を
促
す
事
が
あ
る
。
之
れ
を
前
記
の
原
始
的
聚
落
s

t

t
對

し

て

考

へ

て

み

れ

ば

"

彼

等

が 

-
X
W

地

方(

即

ち

西

：南
獨
逸
ゾ
に

.
近
か
け
れ
；ば
®

い

丈

げ

彼

等

时

報

並

：び

は

‘外
部
S

の
交
渉
は
漸
次
®
ん
に
な
つ
て
行

っ
た
者
W

M
ふ
事
が
出
來
.る
、
こ
の
發
逮
に
伸
っ
て
特
に
1
要
な
交
通
路
が
相
互
的
に
生
れ
て
來
る
，
ヌ
文
明
地
方 

VJ

隔
絕
し
て
ゐ
る
地
方
で
も
楚
等
內
部
の
櫥
大
ど
相
合
し
て
外
#
か
ら
の
交
通
が
文
明
地
方
の
開
拓
者
を
先
達
ど
し 

て
漸
次
開
か
れ
て
來
る
、
其
の
交
通
路
の
撰
擇
方
法
は
村
落
说
の
そ
れ
€
0
る
所
が
な
い
、
常
に
自
然
的
•障
害
の
少 

な
い
線
を
撰
ん
で
達
路
品
け 

か
く
し
て
奢
し
て
河
川
の
流
域
に
從
っ
て
通
路
吾
之
れ
を
横
に
連
絡
す 

る
通
路
c

^

Mff
か
成
立
す
る
、
初
期
の
聚
落
地
は
新
し
い
關
祐
の
足
だ
ま
ぅ
5
な

る

.°

こ
の
初
期
の
交
通
路
發
達
の
時
代
に
あ

っ

て

は
交
叉
點
の
意
義
は
大
部
分
街
逍
の
遺
耍
さ
ど
其
の
土
地
に
依
餵
す 

る
"

土

地

の

形

勢

殊

に

旅

客

の

收

容

其

他

交

通

運

輸

の

安

.全
S

便
®
ど
に
っ
い
で
の
土
地
の
保
護
條
件
が
大
な
れ
ば 

大
な
る
程
典
の
土
地
は
猶
實
な
永
績
的
な
交
通
耍
衝
ざ
な
ぅ
、
從
っ
て
思
住
來
住
の
人
ロ
の
增
加
に
っ
れ
ー
っ
の
マ 

ル
タ
ト
ビ
な
6
31
に
マ
ル
ク
ト
ジ
I

ド
ル
ン
ク
ど
し
て
の
意
義
が
破
大
す
れ
ば
天
然
の
防
衛
條
仲
以
外
に
入
爲
的
な 

施
設
に
ょ
っ
て
防
衛
を
嚴
か
に
す
る
必
要
又
は
資
格
を
生
じ
、
か
'
ぐ

し

，て

ホ11
|
:
紀

の

意

味

に

於

け

る

都

市

が

成

立

す 

る

ノ

こ

、

で»

び
聚
落
の
祇
雞
的
條
件
ヒ
云
ふ
辦
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
°

元
來
聚
落
の
目
的
が
純
取
離
上
の
必
要
に
あ
る
時
は
前
述
の
樣
に
特
殊
な
地
勢
を
持
っ
た
土
地
が
撰
ば
れ
る
、
初 

期
の
聚
落

V
中
世
都
市
に
あ
っ
て
は
聚
落
の
固
的
は
別
個
な
も
の
で
あ
っ
て
も
祇
事
上
の
條
#
を
具
«

す
る
事
が
可 

な
り
重
要
の
役
目
を
演
じ
て
ゐ
た
、
丘
陵
河
州
等
は
自
然
的
耍
寒
の
.
.

|

部
で
あ
マ
た
が
.吾

々
は
都
市
發
達
の
直
接
®

 

因
で
あ
.
る
交
通
ビ
^

琪
上
の
耍
齊
ミ
は
其
の
.極
端
に
於
い
て
は
常
；に
兩
立
す
る
.も
0

で「

な
い
離
を
知
る
、
.次
に
巾
出 

都
市
の
發
達
.を
見
.る
ミ
漸
次
山
間
山
腹
の
僻
地
の
小
都
市
は
苹
源
低
地
に
發
氹
し
發
寒
.し
て
行
ぐ
に
都
市
に
據
^

さ 

れ
て
行
く
傾
甸
が
あ
.る
>
 

こ

の

傾

向

の

最

も

顯

著

な

.の

は

都

市

の

自

守

的

防

備

が

全

然

不

必

喪

に

な

っ

た

近

仳

都

市 

策
：二
十

一

卷

(

ニ
一
七'0
聚

裕

の

自

然

的

條

件

っ

い

て
m

九

跋

|

六
，三.



®1

屮一

饴

(

ニ

一

七

四

〕

聚

#
の
自
然
的
條
件

1?
1

ついて
 

第
九
雛
一
ナ
择

に
现
は
れ
る
、。
■が
中
世
紀
に
は
未
だ
#
市
の
自
守
的
防
衛
が
必
耍
で
あ
つ
た

。
.，.V

、
で|

言
注
意
し
て
お
く 

s

.«
r i 

の

,#
^
の
都
市
の
防
備
は
自
己
的
:0
も
の
で
あ
っ
て
.將
の
以
外
の
^
扉
的
目
的
に
は
比
較
的
關
係
が
少
な
い
^

5
 

3
で
あ
る
、
叩
ち
中
此
都
市
に
ミ
.つ
て
其
の
城
廓
は
缺
く
可
か
ら
ざ
る
：も
の
で
あ
つ
^
が
、
之
れ
は
都
市
聚
落
の
自
的
：
 

が
祇
辦
的
必
要
に
あ
る〜

云
ふ
意
味
で
.は
な
い
"
都
市S

攻
防
施
備
は
當
時
の
國
家
的
不
秩
序
極
端
な
る
地
*
分
權 

の
時
代
に
■あ
つ
て
、
其
時
代
の
經
濟
的
中
心
ど
し
て
富
力
の
優
れ
た
都
市
自
體
を
守
る
®

め
に
必
要
ミ
な
つ
た
も
の 

で
山
っ
て
、
其
の
關
係
で
は
®
事
的
必
要
ょ
り
交
®
交
易
の
關
係
上
倮
宜
の
地
點
'が
.撰
ば
れ
た
の
.で
あ
る
、
勿
論
最 

初
は
铌
^
的
必
耍
ょ
り
發
し
た
聚
落
が
後
の
經
濟
發
達
の
傾
向
に
合
致
し
て
都
市
ど
U
つ
た
例
も
少
く
は
な
い
、
が 

P

逸
の
讯
市
に
♦フ
ル
ク
な
る
語
尾
を
有
す
る
名
稱
が
多
い
か
らV

云
つ
て
直
に
是
等
の
都
市
が
城
塞
か
ら
發
達
し
た 

も
の
^
見

る

鎅

は

出

來

な

い

"

要

す
る
に
中
世
都
市
の
防
備
は
都
市
自
體
の
防
備
で
あ
り
其
.の
發
逯
條
伸
は
主
ど
し 

て
交
易
發
達
の
0
的
に
添
ふ
點
に
あ
つ
た
の
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
、
に
於
い
て
中
世
都
市
で
は
交
通
の
便
宜
ヒ 

攻
防
の
利
®

^
が

一
つ
の
姿
協
を
示
し
て
ゐ
る
、
即
ち
中
世
大
都
市
は
平
地
の
中
に
成「

立
し
た
く
僅
か
に
丘
阜
河
川 

を
以
つ
て
自
然
的
防
備V

す
る
代
b
に
人
力
的
防
備
即
ち
か
の
£

々
た
る
城
壁
を
以
つ
て
自
然
的
條
件
の
不
備
を
補 

ふ
に
；虫
つ
た
の
で
あ

る
。
.」

の
_

#
か
ら
し
て
谷
聚
落
地
點
は
各
々
某
の
®
衰
を
興
に
し
て
來

る
、
初
期
の
防
備
要 

齊
に
患
ま
れ
過
ぎ
た
が
爲
め
に
後
の
交
通
發
逄
時
代
の
氣
運
に
隨
從
す
る
事
が
出
來
な
か
つ
た
も
の
も
あ
れ
ば
"

反 

對
に
土
地
.の
自
然
的
保
議
條
件
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
つ
て
も

、

聚
^
に
於
け
る
保
護
防
衛
の
必
要
が
緊
切
で
な
く 

な
る
ビ
北
ハ
に
交
通
上
の
要
衝VJ

し
て
大
發
達
を
許
さ
.れ
る
も
の
も
め
る
。

こ
の
.
.關
係
か
ら
し
'
て
中
.世
都
市
の
大
.々
る
も
'
の
.は
主
>
、

」

し
て
交
1

±

.

^

利
益
.
.を
.
:$
.要
瓰
し
^

位
^

.
に

ぁ

_
^
'
。
力

：
ズ

し
て
特
殊
的
目
的
に
よ

る
自
然
條
伸
よ
り
も
巾
部
北
部
に
廣
火
な
平
原
を
ひ
か
へ
る
獨
逸
に
於
い
て
は
一
般
的
な
聚 

落
の
條
伸
の
方
が
交
通
時
代
の
聚
落
を
影
響
す
る
に
有
力
ビ
な
つ
た
。
勿
論
土
地
の
特
殊
產
物
を
忘
れ
て
は
な
ら
な 

し
^

通
&

#

の
發
*̂

は
地
方
^

赤
業
的
發
^

を
南
提
.ビ
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
し
で
▼」

.の
方
而
に
於
け
る
泡
然
的 

條
仲
を
無
視
す
る
の
は
大
な
る
誤
り
で
あ
る
，
前
述
し
た
獨
逸
中
部
山
岳
地
方
が
其
の
外
邊
に
幾
多
に
多
く
の
近
代 

的
都
市
を
生
み
出
し
た
が
、
こ
の
中
央
山
岳
地
方
の
外
緣
に
め
た
る
地
方
、
北
#

®

逸
の
低
地
C

相
交
る
地
方
で
あ
る 

其
中
最
も
宽
耍
な
も
の
ビ
し
て
ラ
イ
ン
ブ
口
グ
ィ
ン

ツ
、
ゥ
ェ
ス
ト
フ
ァ
1

レ
ン
、
ハ
ノ
グ
ァ
I

、
ザ
ク
セ
ン
、
ォ
グ
ァ
1

*
 

シ
ュ
K

;
シH

ン
等
は
低
界
的
に
著
名
な
齑
業
地
域
で
あ
り
、
デ
"

ッ
ス
ブ
ル
ク
•

ル
？

ル
ォ
ダ
ト(

ニ
七
一
七
九
〇)

ミ
ュ 

丨
ル
バ
イ
ム(

一

ニ
七
一
九
五)

エ
ッ
セ
ン(

四
六
八
六
九
六)

ボ
ッ
クー

ム(

一
JL

六
七
六
ニ)

ド
ル
ト
ム
ン
上
三
ニ
〇 

ニ

五

六)

ハ
ム(

四

九

七

七

七

」

デ
ュ
ッ
セ

ル

ド

グ

フ

(

四

三
0

九

六)

エ
ル
バ
ア
ー
フ
ェ
ル
ド
ム
.

ル
メ
ン

(

|

六
七
0

ニ 

五
、
一
八
七
二
三
九)

ゾ
リ
:/

、グ
ンC

五
ニ
〇
〇
ニ)

レ
ム
シ
>

イ
ド(

七
六
六
七
八)

イ
ゼ
^

ロ
”

ン

(

三
o

九
一
五
レ
ビ 

丨
レ
フ
ュV

ト(

八
六
〇
〇
〇〕

ミ
ン
デK

ニ
七
：
三
四〕

.
等
は
其
の
エ
業
的
特
殊
辦
愦
を
缺
け
ば
純
然
た
る
地
方
的 

小
市
で
留
ま
る
可
き
で
あ
づ
た
ら
ぅ
？(

括

孤

內

は

一

み

至

年

の

人

ロ

統

|+〕

敌

ほ
|1
1

脈

地

方

高

^

地

方

等

の

比

較
 

的
に
：僻
地
で
は
自
然
の
及
ぼ
す
地
勢
的
影
響
が
大
で
あ
る
の
に
對
し
て
近
代
の
大
都
市
平
原
沃
野
'の
內
に
存
立
す
る 

大
都
市
に
つ
い
て
み
る
ど
®

然
の
作
用
は
大
部
分「

般
的
で
あ
つ
て
產
業
の
地
理
的
分
布
に
よ
る
も
の
を
除
け
ば
あ 

ま

り

特

殊

的

で

な

い

，

寧

/-
)
政

治

的經
濟
的

發

達
ビ

云
ふ

事
0

方

が
M 

の
*

礎

に

は®

びS
T

然
.の

作

用

：が

含

ま

れ 

て
ゐ
て
も〕

聚
落
^

し
て
の
都
市
の
形
成
又
は
發
展
貪
友
右
す
る
に
海
か
：に
緊
切
で
あ
_
る
。中
-[
1|
:
メ

ン

ザ

の

諸

都

市

ア 

ゥ
ダ
ス
ズ
ル
ク
、

レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
.
、
二
ュ
ル
ン
ベ
,

ク

な

ほ

和

關

&¥-
義

等

の

雄

大

な

る

諸

都

市

は

併

太

利

や

英 

第

二

十一

卷

C
1

1
1七
近)

聚
落
の
-
2
:然
的
條
#

1

1つ
い
て 

第

九

號
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.
第
二
十

一

饴

(

二

1

七
六)

聚
落
の

_
然

的

條

件
！！

つ

い

て
 

第

九

！
！.

. 1

六

六

國
露
西
萠
北
歐
洲
諸
國
ビ
の
交
通
關
係
を
考
べ
な
け
れ
ぼ
0!

解
す
^

か
：ら
ぬ
存
茌
で
は
な
か
6

ぅ
か
：。
：

耍
略
す
れ
ば
聚
落
の
發
生
形
體
は
其
の
は
.
じ

め

に

於

い

て

は

商

然

的

條

件

に

負

ふ

所

が

多

い

.、

し

か

し

時

代

の

經
 

過
S

共
に
人
類
の
知
識
0

增
加
汰
活
內
容
並
び
に
形
式
が
a

化
す
る
に
^

つ
て
文
化
的
條
仲
は
锻
^
形
式
に
對
し
て 

强
C

働
く
に
至
つ
介
、
.

v

>
に
.
於
い
て
全
然
®

然
的
條
件
の
支
®

を
脫
し
た

$
 
0

$

新

し

き

形

式

の

聚

落 

形
式
に
當
つ
て
は
異
つ
だ
觅
地
の
肩
然
的
條
件
が
生
す
る
、
同

I

の

自

然

的

條

件

は

，成

：長

的

能

力

を

持

つ

、
.
又

は

可 

變
的
な
聚
路
剐
に
對
し
て
常
に
同
一
の
作
用
を
間
斷
な
ぐ
及
ぼ
す
ど
.し

て

も

、
聚

落

其

の

'
も

の

は

之

れ

を

常

に

同

じ 

利
街
關
係
に
於
い
て
受
け
入
れ
る
^

は
出
來
な
い
、

一' 
0

然

的

狀

態

は

聚

落

の

生

長

に

..對

じ

て

或

ひ

は

恩

;€

的
で
ぁ 

り
成
ひ
は
破
墩
的
で
ぁ
る
。
換
言
す
れ
ば
盼
代
の
獲
遷
に
從
つ
て
，聚
落
形
成
に
必
要
な
自
然
要
仲
は
昶
つ
て
來
る
、 

向
然
的
影
響
の
大
な
る
は
認
め
る
が
吾
ク
の
立
場
ど
し
て
は
其
の
條
件
の
肉
容
を
動
か
す
勢
カ
を
忠
れ
て
は
な
ら
ぬ 

の
.で
あ
る
。(

充)
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